
良書廃棄へ向かう自治体図書館 

近くに中規模の市立図書館分館（蔵書約 20万冊）がある。便利なので月 2，3回は利用するが，行く

たびに相当数の蔵書が廃棄されているのを目にし，驚いている。 

蔵書廃棄は，一応，「リサイクル」の名で実施されている。図書館で不要とされた（と思われる）本が，リ

サイクル棚に並べられ，誰でもタダで持ち帰ることが出来る。「捨てる」のではなく，「リサイクル」であり

「再利用」だという名目で，行われているのだろう。 

しかし，図書館利用者の側からすれば，たとえ「リサイクル」名目であれ，廃棄されれば，もはやその本

は無くなり，利用できなくなる。不便だ。（同じ本の新版買い替え所蔵もあろうが，多いとは思われない。

また，複本所蔵で廃棄後何冊か残る場合でも，後述のような問題がある。） 

図書館の蔵書廃棄は，書庫不足が最大の理由であろう。限られた収納スペースに，どの本を並べてお

くか？ 悩ましい問題である。 

図書廃棄は大学図書館ですら行っているので，自治体図書館だけの問題ではないが，廃棄される本

（と残される本）の質という点では，自治体図書館の方がはるかに深刻だと思われる。 

図書館が新しい本を買い不要な本を廃棄するときの評価基準は，大学図書館の場合は教育研究にと

っての必要性だろうが，自治体図書館の場合は何であろうか？ 

自治体図書館の選書には，一市民としての推測にすぎないが，選書委員会のようなものがあるにせよ，

実際には地元住民からの要望が強く働いているのではないかと思われる。自治体図書館は，身近な

施設なので，住民の声をまず第一に聞かざるをえない。その結果，優先的に購入されるのは―― 

・受賞，映画化などで話題になっている本。 

・地元利用者からの購入希望の多い本。 

・住民自身は自分の金では買いたくはないが，ちょっと見てみたいハウツー本や実用書。旅行案内，料

理本，生活相談，健康本，人生訓，冠婚葬祭解説など。 

自治体図書館は，民主的であればあるほど，住民の声を聞けば聞くほど，これらの本を重点的に買う。

しかも，ベストセラーなど，話題になり要望が強ければ強いほど，同じ本を 10冊，20冊と大量に買い

込む（複本購入）。 

その結果，書架（書庫）はすぐ満杯になり，利用の少ない本が押し出され，リサイクル（廃棄）に回され

る。そして，書架は，ベストセラー本（すぐ忘れられ，残されるのは結局 1，2冊だが）や「すぐ役に立つ

が自分では買いたくない」実用書，あるいは一定の政治的傾向をもつ――政治的要望の根強い――

時事政界本などに席巻されるということになる。 
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自治体図書館が，実際に，どのような本を新たに購入し書架に並べているかについては，図書館に行

って直にご覧いただくか，あるいは各図書館ホームページの新規購入図書案内でお確かめ下さい。 

以下は，最近，近所の上記中規模市立図書館分館に行ったとき，たまたま目にし，タダでもらってきた

本のごく一部である。私にとって，図書館は，館内書架よりもリサイクル（廃棄）本棚の方が魅力的にな

りつつある。 
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老化の悲哀 

生物にとって老化・老衰は宿命とはいえ，いざそれが自分の身に現れ始めると，当初は「まさか，まだ」

と疑い，見て見ぬふりをし，ごまかして安心しようとするが，いつまでもそのようなことは続けられるはず

もなく，どうしても否定しきれなくなると，落胆し，あきらめ，結局は認めざるをえなくなる。 

■チトワン 
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私は，小身痩躯（中学以降，２年ほど前まで 163cm/52kg前後）だが，幸い，いたって健康で，これと

いった病気には一度もなったことがなく，健康診断や予防注射も法定義務となっているもの以外は受け

たことがなかった。 

そんな私にも，70歳を過ぎるころから身体に少しずつ異変が現れ始めた。頭髪が抜け，視力が落ち，

眠りが浅くなった。「あれ，変だなぁ････老化が始まったのかな？」とは思ったが，まだ，老化といっても，

どこか他人事，自分自身のこととしては見ていなかった。 

■ビラトナガル付近 

ところが，母の介護で少々無理をし疲労蓄積を感じ始めた２年ほど前のある日，風呂に入り鏡に映った

自分の身体を改めて見てみて，愕然とした――肋骨が浮き上がり，まるで骸骨のよう。あわてて小型

体重計を買ってきて量ると，わずか 45kg。中学生になって以降，もともと痩身ではあったが，こんなに

痩せ細ったことは一度もなかった。 

これは大変と，以後，栄養のありそうなものを出来るだけたくさん食べるようにしてきたが，いまもって

体重は元の 52㎏前後までは戻らない。いくら努力しても 45kg前後の維持が精一杯。なぜだろう？ 

当初，体重減は介護疲れによる一時的な現象と頭から思い込んでいたが，いつまでたっても体重が回

復しない現実を目の当たりにすると，本当の原因は病気か何か，別のところにあるのではと疑わざるを

えなくなった。そこでイヤイヤながらも健康診断を受けてみたが，出た数値はどれも年相応，特に異状

なし，ということであった。 

あれ，医学的にはどこも悪くないはずなのに変だなぁ，とあれこれ思案していて，ハタと気付いた――こ

れは自然な老化現象の一つにちがいない，他の動植物と同様，私も老化で痩せていき，いずれ骨と皮

のようになり，枯れ果てる宿命なのだ，と。こうして，いささか遅ればせながらも，老化・老衰が，直視せ

ざるをえない自分自身の現実の問題として切実に意識されるようになったのである。 
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■キルティプルより 

私の老化は，今年に入り，新型コロナ（コビト 19）感染拡大とほぼ同時に始まった鼻と眼の異常な乾燥

により，さらに一段と進行したことが明白となった。いわゆるドライノーズ，ドライアイである。 

はじめ鼻（鼻腔）が渇き始め，それが徐々に眼にも及んでいった。この時も，当初はまだ，風邪でも引い

たのだろうと思い，たいして気にもしていなかったが，症状は，良くなったり悪くなったりを繰り返しなが

ら，全体としては着実に悪化していった。 

鼻腔がカラカラに乾き，嗅覚が異常に過敏となり，さらに激痛が始まり，時々出血さえする。これが四六

時中。しばらくすると，鼻腔に加え，眼も乾き始めた。眼球を動かすと，ホコリが入っているかのような違

和感を感じ，痛む。これも四六時中。 

鼻にはドライノーズ用スプレー，眼には涙型点眼剤を使用。さらにマスクを湿らせ，昼も夜も一日中，着

けるようにした。 

が，それでも眼も鼻も治らない。そのため，夜は頻繁に目が覚め，熟睡できない。そして昼間も，鼻と眼

の不快な痛みに加え，重度の不眠のため，イライラしたりボゥーとしたりしていて，集中して何かを考え

たり行ったりすることは，およそ出来ない。 

このような状態が続き，改善の兆しも見えないので，すっかり参ってしまい，再び怖ごわ健康診断を受

けてみたが，またしても特に異状は無し。検査結果で見る限り，74歳にしては，数値的には健康なの

だ。 

とすれば，これもまた，痩せと同様，自然な老化現象の一つと覚悟せざるをえない。これまで鼻や眼に

潤沢に供給され，それらを水みずしく保ってきた鼻水や涙が減り，涸れ始めたのだ。イヤなことだが，こ

れも自然必然，なんとかやり繰りし折り合いをつけつつ，完全に涸渇し枯れ果てるまで生きていく以外

に方法はなさそうだ。 

■キルティプルより 
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むろん，こんなことを書くと，何を大げさな，老化など誰にとっても当たり前のことではないか，と呆れら

れ笑われるかもしれない。が，前述のように，少なくともほとんど病気知らずで生きてきた私自身にとっ

ては，このような体重減や眼鼻の不調は初めての経験であり，したがって，それらにどう対処し，どう折

り合いをつけていくべきか，まったく見当もつかなかったのである。 

だから，このブログも，2020年6月10日の記事を最後に，これまで長期にわたって投稿してこなかっ

た。関心のある情報を集め，読み，分析し，自分なりに評価して文章化することが出来なかったからで

ある。 

それでも，この半年余りの悪戦苦闘の結果，体重減や眼鼻の不調は自然な老化現象なのだと諦め，

身体と精神をそれに合わせていくしかないことに気づき始めた。老化は，これから先，確実に，さらに加

速度的に進む。それと折り合いをつけつつ，できるだけ平穏に生きていくように心掛けたい。わが愛犬

が，痩せ細り骨と皮のようになりながらも，最後まで愛嬌を振りまきつつ，眠り込むように 18年の生涯

を全うしたように。 

諦念は悟りであり救いである――そう願いたい。 

■カトマンズ 
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